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当
市
の
自
然
豊
か
な
菅
生
沼
と
そ

の
周
辺
に
は
市
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
た
タ
チ
ス
ミ
レ
や
18
種
も
の

絶
滅
危
惧
種
が
生
息
し
て
い
る
。
現

在
水
域
面
積
の
減
少
問
題
な
ど
環
境

の
保
全
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
市

が
把
握
す
る
状
況
と
、
市
で
行
う
事

業
が
あ
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
菅
生
沼
を
位
置
づ
け
て
い
る

の
か
。
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菅
生
沼
は
、
首
都
圏
で
も
自
然
観

察
が
で
き
る
数
少
な
い
観
光
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
。
当
市
に
と
っ
て
菅
生
沼

は
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
。
現
在
、

県
が
あ
す
な
ろ
の
里
と
自
然
博
物
館

を
つ
な
ぐ
桟
橋
の
架
け
か
え
工
事
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
元
の
団
体
な

ど
に
も
環
境
整
備
に
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
ま
た
「
じ
ょ
う
そ
う
未

来
創
生
プ
ラ
ン
」
で
菅
生
沼
周
辺
地

域
を
環
境
保
全
ゾ
ー
ン
と
し
、
今
後

も
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
と
し

た
位
置
づ
け
で
あ
る
。
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保
全
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
今
何

か
し
ら
の
手
段
を
考
え
な
け
れ
ば
絶

滅
危
惧
種
が
失
わ
れ
る
の
は
必
至
で

あ
る
。
当
市
に
お
い
て
、
保
全
も
含

め
、
周
辺
地
域
を
活
性
化
す
る
よ
う

な
計
画
や
展
望
な
ど
が
あ
る
か
。
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こ
の
地
域
は
景
観
に
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
す
行
為
は
厳
し
く
規
制
さ
れ

て
い
る
。
リ
ゾ
ー
ト
地
の
よ
う
に
開

発
す
る
予
定
は
な
い
。
し
か
し
今
後

も
地
元
団
体
と
環
境
の
保
全
に
努
め
、

貴
重
な
地
域
資
源
を
生
か
し
人
が
集

ま
る
仕
掛
け
を
検
討
し
、
あ
す
な
ろ

の
里
や
自
然
博
物
館
と
連
携
し
訪
問

客
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
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難
し
い
問
題
だ
が
、
本
当
に
多
く

の
方
の
知
恵
や
力
を
出
し
合
っ
て
、

前
向
き
に
こ
の
菅
生
沼
の
保
全
と
良

さ
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
注
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

菅生沼とその周辺地域の
活性化について

自然を守り生かして自然を守り生かして

掲載できなかった質問 ▶若い世代を対象とした定住促進事業について　▶高齢者施設について

動 画

　

平
成
30
年
常
総
市
議
会
（
２
月
定
例

会
議
）
が
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
22
日

ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

今
定
例
会
議
に
は
、
平
成
30
年
度
一

般
会
計
予
算
を
含
む
議
案
39
件
を
市
長

が
提
出
。
初
日
の
本
会
議
で
提
案
理
由

の
説
明
が
あ
り
、
後
日
、
議
案
質
疑
を

行
い
、
各
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
各
委
員
会
（
分
科

会
）
に
お
い
て
詳
細
に
審
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
人
事
案
件

１
件
が
追
加
提
出
さ
れ
採
決
の
結
果
、

予
算
を
含
む
議
案
39
件
、
人
事
案
件
１

件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
２
件
の
う

ち
、
１
件
は
採
択
、
１
件
が
趣
旨
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
議
会
改
革

特
別
員
会
の
委
員
長
か
ら
議
会
活
動
・

議
員
定
数
等
及
び
経
費
の
検
証
に
関
す

る
最
終
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

こ
の
条
例
の
一
部
改
正
は
、
従
来
、

マ
ル
副
制
度
で
所
得
制
限
を
超
え
た
小

児
と
、
常
総
市
在
住
の
中
学
１
年
生
か

ら
高
校
３
年
生
を
対
象
と
し
て
い
た
す

く
す
く
医
療
費
の
支
給
を
、
平
成
30
年

４
月
か
ら
、
高
校
生
に
限
ら
ず
「
保
護

者
に
生
計
維
持
さ
れ
て
い
る
高
校
生
相

当
年
齢
の
も
の
」
に
対
象
を
広
げ
る
も

の
で
す
。
今
回
の
拡
充
に
よ
り
高
校
生

相
当
年
齢
の
子
を
養
育
す
る
親
を
経
済

的
に
支
援
し
、
少
子
化
対
策
の
充
実
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
教
育
委
員
会
の
付
属

機
関
と
し
て
常
総
市
い
じ
め
防
止
対
策

委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
組
織
、
会
議

等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
に
基
づ
き
、
い
じ
め
の
防
止
等

の
対
策
を
実
効
的
に
行
い
、
い
じ
め
に

よ
る
重
大
事
態
等
の
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
対
策
委

員
会
の
委
員
の
任
期
は
３
年
と
し
、
い

じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
知
識
及
び
経

験
を
有
す
る
者
５
人
以
内
で
組
織
す
る

も
の
で
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
、

調
査
及
び
審
議
を
行
い
そ
の
結
果
を
答

申
す
る
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

議
案
第
72
号

常
総
市
い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会

条
例
に
つ
い
て

議
案
第
70
号

常
総
市
す
く
す
く
医
療
費
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平
成
30
年
2
月
定
例
会
議

審

議

結

果


